
         「（仮称）千葉市放課後子どもプラン」について 

 

１ 千葉市の放課後施策の現状と課題 

 （１）子どもルーム（こども未来局） 

   児童福祉法に基づき、保護者が就労等により昼間家庭にいない児童を対象に放課後の生活の場を提 

供している。 

増加する待機児童解消が喫緊の課題であり、「待機児童解消のための緊急３か年アクションプラン」 

により、民間事業者への補助制度の拡充や、委託先の多様化を推進する。 

 

 

 （２）放課後子ども教室（教育委員会） 

   市内全小学校において、保護者や地域のボランティアにより学びや体験の機会を提供している。 

   担い手不足により運営の負担が大きく、実施日数・登録児童数ともに減少傾向であったため、平成 

２８年度から総合コーディネーターによる活動支援を導入している。 

   運営負担と、保護者の協力等の参加条件により参加しづらいことが課題となっている。 

 

 

 

 課題１ 児童が家庭環境の違い等により、一緒に過ごし活動することができない 

 課題２ 放課後の過ごし方については、家庭の経済状況や保護者の就労状況等により差異がある 

 

 （３）放課後子ども教室・子どもルーム一体型モデル事業（教育委員会・こども未来局） 

   平成２９年度より稲浜小１校で開始。平成３１年度には各区１校（計６校）に拡大。 

   希望する全ての児童が家庭環境に関わらず一緒に過ごす安全・安心な居場所と、学びのきっかけと 

なる多様な体験機会を提供している。また、継続的なプログラムを有料で実施し、就労等で塾や習い 

事への送迎が困難な家庭のニーズにも対応。 

     

 

 

 

 

 

 

 

課題３ 一体型の計画的な導入を視野に、放課後対策の課題・方向性を横断的に整理する計画が必要 

 

資料２ 

H27 H28 H29 H30
受入児童数 8,119人 8,796人 9,482人 9,802人
待機児童数 364人 384人 269人 638人

H19 H23 H27 H29
実施日数 29日 22日 20日 20日
登録児童数 8,269人 6,859人 6,067人 6,922人

利用時間 昼間の部 夜間の部 基本時間 延長時間

・平日 授業終了～17:00 17:00～19:00 授業終了～18:00 18:00～19:00

・土曜日 8:30～16:30 開設なし 8:30～16:30 開設なし

・長期休業期間等 8:00～17:00 17:00～19:00 8:00～18:00 18:00～19:00

月額利用料金
2,000円

（夏季：1,000円加算）
5,000円

7,400円
（7月：8,100円

　  8月：9,600円）
1,000円

内　容
・多様なプログラム

・自由遊び＋生活の場
・自由遊び＋生活の場

対象者 希望する全児童
就労家庭などの児童

（定員あり）

・自由遊び＋生活の場

就労家庭などの児童
（定員あり）

放課後子ども教室・子どもルーム一体型モデル事業 （参考）子どもルーム



２ 計画の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の位置付け 

「千葉市新基本計画」の一部として、また、「第２次千葉市学校教育推進計画」、「第５次生涯学推進計

画」、「千葉市子どもプラン」等の個別計画を上位計画とし、子どもたちの放課後に関する基本理念、施

策を体系的に整理し、総合的に推進するための今後の取組みを示す 

 

 

 

 

 

 

 

４ 計画の期間 

平成 31 年度から平成 35 年度までの 5年間 

中間年である平成 33 年度を目途に見直しを実施 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

 
 

    

 

（１） 社会的な現状・背景 

・人口減少社会の到来、少子化や核家族化、女性の就労の増加、家族形態の多様化による子どもを取り巻く環

境の変化 

・地域のつながりの希薄化、子どもの遊び場の減少、地域、家庭の教育力の低下 

・子どもが被害者となる犯罪等による放課後における子どもの安全・安心な居場所の確保への機運の高まり 

（２） 放課後子ども総合プラン（国）の策定 

・厚労省所管の「放課後児童健全育成事業」と文科 

省所管の「放課後子ども教室」を一体的あるいは 

連携して実施 

・共働き家庭等の「小１の壁」の打破、次代を担う 

人材の育成の観点 

・すべての就学児童が放課後を安全・安心に過ごし、 

多様な体験活動ができることを目指して策定 

（9月、新プランにより整備目標等改定） 

（３） 千葉市における取組と課題 

【取組】 

・「千葉市こどもプラン」により子ども施策を 

展開 

【課題】 

・子どもルーム 待機児童の発生や深刻な指導 

員不足 

・放課後子ども教室 プログラムの充実や人材 

の発掘、開催日数・参加児童の減少 

（４） 「（仮称）千葉市放課後子どもプラン」の策定 

・放課後施策を総合的・計画的に実施するために、新たに「（仮称）千葉市放課後子どもプラン」を策定 

（仮称）千葉市放課後子どもプラン 

計画の 
見直し 

千葉市新基本計画 

第２次千葉市学校教育推進計画 第５次生涯学習推進計画 千葉市こどもプラン 

本計画 



５ 計画の理念 

  

 

 

    ・共働きで送迎が難しい家庭や貧困家庭の児童も放課後の過ごし方を選択できる環境 

を提供 

    ・企業等による質の高いプログラムの継続と地域教育力の維持・向上 

 

 

 

 

 

 

 

    ※当理念における「希望する全ての児童」には、原則、特別支援を要する児童を含む 

 

６ 検討の方向性 

 

民間事業者への
補助制度拡充

民間事業者の参入を促し、
受入枠を拡大

民間事業者への
委託先多様化

指導員の確保

夏季休業中の
待機児童への対応

人材派遣会社の活用
による指導員の確保

施設整備
[増設・余裕教室改修]

受入枠拡大

高学年ルームの
保育環境の改善

低学年も受入可能な子ども
ルームの専有スペースを確保

待機児童解消

○子どもルーム

○放課後子ども教室

一体的に運営

・希望する全ての児童が 一緒に活動

・生活の場＋多様な体験・学びのきっかけ

・運営負担の解消

○一体型

地域の力で活動ができている

実行委員会方式の継続

活動の充実を要する学校

活動支援

余裕教室等の確保困難

余裕教室等の確保可

委託契約の切り替え時点や
校外から校内への移転時点

で、計画的に移行

 

 

 

 

 

 



７ 策定スケジュール 

 

平成３０年 

 ４月  委託契約 

 ５月  アンケート調査実施（小学校保護者・児童、未就学児世帯の保護者） 

     社会教育委員会議において概要説明 

 ７月  子どもの放課後に関する検討会議 

 ８月  社会教育委員会議において中間報告 

     総合教育会議において方向性の議論 

１０月  社会教育委員会議において意見聴取 

     社会福祉審議会において中間報告 

１１月  子どもの放課後に関する検討会議 

     政策会議 

平成３１年 

 １月  パブリックコメント実施 

 ２月  放課後子どもプラン（案）作成 

 ３月  社会福祉審議会、教育委員会会議、総合教育会議においてプラン報告 

     プラン決定 → 公表 

 

 


